
制定年月

手順：留意事項　　　・同室者に面会があっている場合は、他の居室より交換を行う。

　　　　　　　　　　　　　 ・プライバシー配慮の為、多床室の場合はカーテンを閉める。(2人部屋はロールカーテン)

　　　　　　　　　　　　　 ・必ず声掛けを行い、今からオムツ交換を行う事を伝える。

　　　　　　　　　　例　「おはようございます、○○さん。今から、オムツ交換を行いますが、体調は大丈夫でしょうか？」等

　　　　　　　　　　　　　　　羞恥心や体調に配慮し、また利用者様の状態も観察する。

Ｎｏ．１

事

業

区

分

業務区分

改訂年月

令和元年　7月   　　基本業務

   　　機器取り扱い

   　　その他

【処遇業務標準化】

特別養護老人ホーム　八女の里

介護老人福祉施設　八女の里
ユニット型特別養護老人ホーム　ステイン八女の里

ユニット型介護老人福祉施設　八女の里

業務名 排泄介助(おむつ交換・ＴＥＮＡ)

介護付き有料老人ホーム　グラン八女の里

・排泄は人間が生きていく為に必要不可欠な生理であると同時に、非常にプライベートで御利用者様の尊厳につなが

る行為です。排泄介助にあたる際は、次のことに留意して関わりましょう。　

排泄の意義と目的：私達が摂取した食べ物は消化・吸収され、身体の栄養分となります。排泄とは、その代謝過程で

出る老廃物を身体の外に出す事です。この老廃物を外に出さないと、体内に毒として溜まってしまいます。排泄は、人

が生命維持を行う上で不可欠なものです。

目的：1、必要な時、必要な人に、必要なケアを実施する事でその人らしい生活の継続を図る。

　　　　２、陰部、臀部の清潔を保ち、褥創を予防する。

必要物品：ＴＥＮＡフレックスまたはコンフォート(御利用者に適したパッド類の使用)　　　新聞または袋

　　　　　　　 ＴＥＮＡソフトワイプ　　　　シャワーボトル(木酢液1プッシュ)　　泡フォーム　　使い捨て手袋　　　

※当て方の基本・ポイントはＤＶＤ参照

別冊　ＴＥＮＡ資料　参照

　　　　　　　　(必要時)ベッドスーパー

　　　　　　　　※1日1回(基本、朝)に泡フォームで洗浄。木酢液を入れたシャワーボトルで洗い流す。

 
 
   ○「ＴＥＮＡ」あてかたムービー ＤＶＤ 
 
   ○「ＴＥＮＡファイル」 
  ＴＥＮＡ製品一覧、ＴＥＮＡ製品の基礎 

  ＴＥＮＡコンセプトのパンフレット 
  あて方クイックガイド 
  ＴＥＮＡマイスターについてのパンフレット 
 



制定年月

【処遇業務標準化】 Ｎｏ．２

事

業

区

分

特別養護老人ホーム　八女の里 業務区分

介護老人福祉施設　八女の里    　　基本業務

改訂年月

令和元年　7月
ユニット型特別養護老人ホーム　ステイン八女の里    　　機器取り扱い
ユニット型介護老人福祉施設　八女の里    　　その他
介護付き有料老人ホーム　グラン八女の里

業務名 排泄介助（トイレ誘導）

・排泄は人間が生きていく為に必要不可欠な生理であると同時に、非常にプライベートで御利用者様の尊厳につなが

る行為です。排泄介助にあたる際は、次のことに留意して関わりましょう。　

排泄の意義と目的：私達が摂取した食べ物は消化・吸収され、身体の栄養分となります。排泄とは、その代謝過程で

出る老廃物を身体の外に出す事です。この老廃物を外に出さないと、体内に毒として溜まってしまいます。排泄は、人

が生命維持を行う上で不可欠なものです。

目的：～自立排泄の重要性～排泄は人間の尊厳につながる行為です。排泄は自律神経が司っているので、トイレとい

　　　　う密室でプライバシーが保護され、ゆったりした気持ちになることで排泄が促される為、心理的にも重要です。

　　　　また、寝たままでの排泄は重力の法則に反すことになり、うまく排泄コントロールができなくなってしまいます。

トイレ誘導の方法：

③

①

④

②

　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※御利用者に麻痺がある場合は、便座に座る際

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　健側(麻痺がない方)に手すりがくるようにする。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※御利用者のほとんどは半自力で移乗が可能。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　介助者は御利用者が安全に、移乗動作が行え

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スムーズな排泄ができるよう支援する。

共同トイレを使用する際

は、タケックス・木酢液

を吹きかけ、トイレット

ペーパーで拭き取り除菌

をし、清潔かつ感染症予

①御利用者様をトイ

レに誘導。車椅子を

手すりの持ちやすい

位置につける。その

際今からトイレに行

く事、介助を行う事

を御利用者様に伝え

②膝の位置が便器の

トップと同じ位置に

くるように。利用者

に手すりを掴んで、

立ち上がって頂く。

利用者の立位が悪い

場合は、腰や脇の下

③手すりをしっか

りと持って頂き

しっかりと立位安

定。足を軸に腰を

安定させ、お尻を

便器に向けていく。 

 

④立位安定後、下

着を下ろし便器に



制定年月

介護付き有料老人ホーム　グラン八女の里

【処遇業務標準化】 Ｎｏ．３

令和元年　７月
ユニット型特別養護老人ホーム　ステイン八女の里    　　機器取り扱い
ユニット型介護老人福祉施設　八女の里    　　その他

業務名 排泄介助（市販のオムツの使用）

事

業

区

分

特別養護老人ホーム　八女の里 業務区分

介護老人福祉施設　八女の里    　　基本業務

改訂年月

・排泄は人間が生きていく為に必要不可欠な生理であると同時に、非常にプライベートで御利用者様の尊厳につなが

る行為です。排泄介助にあたる際は、次のことに留意して関わりましょう。　

排泄の意義と目的：私達が摂取した食べ物は消化・吸収され、身体の栄養分となります。排泄とは、その代謝過程で

出る老廃物を身体の外に出す事です。この老廃物を外に出さないと、体内に毒として溜まってしまいます。排泄は、人

が生命維持を行う上で不可欠なものです。
・パンツタイプ 
基本的に歩行が出来ている人が使用。中に
尿取りパッドを重ねて使う場合が多い。フィッ
トする為御利用者の身体機能、サイズをきち
んと合わせて使用する。 

・尿取りパッド 

尿量にあわせて使用する。パッドは1回のは

排尿で交換を行い、むやみに多きパッドを使

用し自由な生活動作を妨げないようにする。 
・テープ止めオムツ 
意識が無い人、寝たきりの方にパッドと併用
して使用。つける時は、サイズを合わせ股部
分のギャザーをソ頸部に沿わせ、大転子部
を避け、左右対称に腹部を圧迫しないように

 
         ・長期入所利用者 … TENAを使用 
         ・ショート利用者 … 市販品のオムツ、紙パンツ、パッド使用 



制定年月

【処遇業務標準化】 Ｎｏ．４

事

業

区

分

特別養護老人ホーム　八女の里 業務区分

介護老人福祉施設　八女の里    　　基本業務

ユニット型介護老人福祉施設　八女の里    　　その他
介護付き有料老人ホーム　グラン八女の里

業務名 排泄介助（ポータブルトイレ）

・排泄は人間が生きていく為に必要不可欠な生理であると同時に、非常にプライベートで御利用者様の尊厳につなが

る行為です。排泄介助にあたる際は、次のことに留意して関わりましょう。　

排泄の意義と目的：私達が摂取した食べ物は消化・吸収され、身体の栄養分となります。排泄とは、その代謝過程で

改訂年月

令和元年　７月
ユニット型特別養護老人ホーム　ステイン八女の里    　　機器取り扱い

出る老廃物を身体の外に出す事です。この老廃物を外に出さないと、体内に毒として溜まってしまいます。排泄は、人

が生命維持を行う上で不可欠なものです。

　　　※基本的には、車い椅子から便器への移乗と同じです。介助バーを設置し、基本ポータブルはベッドと平行

　　　　に置きます。夜間帯トイレを利用するが、居室からトイレが遠い方、歩行不安定によりトイレへの移動がしに

　　　　くい方、麻痺がある方が使用します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※介助を行う際は、必ず声を掛け

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　何を行うのか、どんな介助をする

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のかを伝え、安心していただく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※排泄終了後は、その都度処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を行い清潔にする。タケックス、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木酢液を使用。

①ベッドとポータブル
トイレを平行に設置。 
L字バーを使用すると立

②L字バーを使用し立つ。麻痺がある場合、自力で立位が
出来ない方は、※の写真のように介助。健側の手でL字
バーを持っていただき、介助者も健側を支える。 

③立位後、足を軸に腰を回

転させ再び立位を安定させ

る。ズボン、パンツを脱ぐ。 

麻痺がある場合は、立位安定後利用者に介助バーを持ってい

ただきながら、立位保持中ズボン、パンツを下ろす。麻痺側

を支えながら安全に腰をおろ便座に座る事ができるよう介助。 

④ポータブルトイレに付
属のトイレットペーパー
を使用し拭き取り。 

⑤L字バーを持ち、立位後
ズボン等を上げベッドに
座る。笑顔で終了！ 



　


